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平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 

第3土曜日 午前10時30分 子供のミサ（マリア館） 

火曜日 午後７時 

金曜日 午前１０時    初金曜日 午後7時 

主日のミサ時刻： 

土曜日 午後５時 （ミサ後、聖体礼拝） 

日曜日 午前８時・９時３０分・午後６時 
Sunday Mass in English  9:30 am 

 (in the Marian Hall) 

ベトナム語のミサ 第４日曜日 午後３時３０分  

「
今
日
ダ
ビ
デ
の
町
で
、
あ
な
た
が
た
の
た
め
に 

 

救
い
主
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
」 

助
任
司
祭 

フ
ッ
ク
神
父 

 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
で
は
、
救
い
主
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
が
ベ
ツ

レ
ヘ
ム
で
生
ま
れ
た
時
に
、
主
の
天
使
た
ち
が
次
の
よ
う
に
告
げ

知
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
恐
れ
る
な
。
わ
た
し
は
、
民
全
体
に

与
え
ら
れ
る
大
き
な
喜
び
を
告
げ
る
。
今
日
ダ
ビ
デ
の
町
で
、
あ

な
た
が
た
の
た
め
に
救
い
主
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
こ
の
方
こ

そ
主
メ
シ
ア
で
あ
る
」
（
ル
カ
２
・
10-

11
）
と
。
空
間
的
に
は
、

こ
の
「
大
き
な
喜
び
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
広
ま

り
、
そ
れ
を
超
え
、
あ
ま
ね
く
世
界
に
渡
り
、
そ
し
て
わ
た
し
た

ち
の
一
人
ひ
と
り
の
と
こ
ろ
に
届
い
て
い
ま
す
。
時
間
的
に
は
、

古
代
ロ
ー
マ
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
治
世
の
時
代
か
ら
、
様
々

な
試
練
に
耐
え
忍
ん
で
、
21
世
紀
の
今
日
を
迎
え
て
、
ま
た
主
が

再
び
来
ら
れ
る
時
ま
で
、
教
会
は
変
わ
る
と
こ
ろ
な
く
、
そ
の
救

い
主
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
「
大
き
な
喜
び
」
を
絶
え
ず
知
ら
せ

続
け
て
い
ま
す
。 

 

「
今
日
ダ
ビ
デ
の
町
で
、
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
救
い
主
が
お

生
ま
れ
に
な
っ
た
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、
三
つ
の
単
語

に
注
目
し
た
い
の
で
す
。
そ
れ
は
「
ダ
ビ
デ
の
町
で
」
と
「
あ
な

た
が
た
」
、
そ
し
て
「
今
日
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
「
ダ
ビ

デ
の
町
で
」
と
い
う
こ
と
は
歴
史
の
中
で
、
ユ
ダ
ヤ
の
ベ
ツ
レ
ヘ

ム
と
い
う
ダ
ビ
デ
の
町
で
キ
リ
ス
ト
が
地
上
に
現
れ
た
と
い
う
事

実
を
表
し
ま
す
。
次
に
「
あ
な
た
が
た
」
と
い
う
呼
び
掛
け
ら
れ

た
相
手
は
、
過
去
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
た
羊
飼
い
た
ち
を
指
し

ま
す
。
し
か
し
、
今
日
で
は
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
る
時

に
、
そ
の
「
あ
な
た
が
た
」
は
わ
た
し
た
ち
自
身
で
す
。
最
後

に
、
「
今
日
」
と
い
う
の
は
聖
書
の
文
脈
の
中
で
、
イ
エ
ス
が
生

ま
れ
た
時
、
つ
ま
り
「
す
で
に
」
と
い
う
過
去
の
出
来
事
を
指
し

ま
す
。
と
同
時
に
「
今
だ
」
と
い
う
現
在
形
の
表
現
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
意
味
で
、
あ
の
と
き
の
大
き
な
喜
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

今
日
も
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
、
救
い
主
が
お
生
ま
れ
に
な
る
と

い
う
ふ
う
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。 

 

皆
様
、
待
降
節
を
恵
み
の
う
ち
に
過
ご
し
、
主
が
自
分
の
と
こ

ろ
に
来
ら
れ
る
こ
と
を
喜
び
と
し
、
次
い
で
そ
の
喜
び
を
人
々
に

分
か
ち
合
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

 

NO.６０８ 12月号 
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２
０
１
４
年
度
12
月
７
日 

 

司
祭
団
よ
り 

 

東
京
オ
ペ
ラ
協
会
か
ら
、
１
月
以
降

に｢

オ
ペ
ラ 
高
山
右
近｣

の
公
演
を
大

聖
堂
で
し
な
い
か
と
の
打
診
が
あ
っ

た
。
費
用
は
東
京
か
ら
の
20

名
ほ
ど
の

規
模
で
交
通
費
程
度
で
と
の
話
し
で
あ

る
が
、
交
通
費
の
み
で
も
40

万
円
ほ
ど

掛
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
→
予
算
的
に

ど
う
か
？
具
体
的
な
経
費
見
積
も
り
を

聞
い
て
献
金
を
つ
の
る
な
ど
ア
イ
デ
ア

を
考
え
て
、
時
期
・
予
算
を
今
後
検
討

す
る
。 

 

報
告
・
連
絡
事
項 

教
会
バ
ザ
ー
で
残
っ
た
商
品
の
配
布
先

に
つ
い
て 

（
マ
リ
ア
会
） 

新
品
コ
ー
ナ
ー
で
残
っ
た
商
品
は
樹

（
い
つ
き
）
の
会
の
手
配
に
よ
り
、
麦

の
穂
学
園
、
岐
阜
ダ
ル
ク
、
ス
マ
イ
ル

プ
ラ
ス
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
３
ヶ
所
に

配
布
さ
れ
た
。
ま
た
、
瀬
戸
教
会
の
バ

ザ
ー
に
も
一
部
寄
付
。 

 

刈
谷
教
会
へ
の
バ
ザ
ー
収
益
か
ら
の
献

金
に
つ
い
て 

(

運
営
委
員
会)

 

 

フ
ィ
リ
ッ
プ
司
祭
よ
り
感
謝
状
が
届

き
、
聖
堂
入
口
の
掲
示
板
に
掲
示
し
て

あ
る
。 

 

30
万
円
の
献
金
が
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

に
な
り
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
下
に
南

山
教
会
の
名
前
が
入
る
。 

 

12
月
18
日
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
新

聖
堂
に
設
置
さ
れ
、
献
堂
式
は
、
１
月

11
日
13
時
の
予
定
。 

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
修
理
状
況
に
つ
い

て 
(

オ
ル
ガ
ン
管
理
委
員
会)

 

 

詳
細
は
別
紙
資
料
添
付
。 

 

11
月
14
日
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
修

復
が
無
事
終
了
し
、
望
月
オ
ル
ガ
ン
か

ら
運
営
委
員
会
で
作
業
報
告
書
が
送
付

さ
れ
て
き
た
。
オ
ル
ガ
ン
の
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
と
共
に
、
オ
ル
ガ
ン
ケ
ー
ス
と

フ
ロ
ン
ト
パ
イ
プ
の
耐
震
工
事
も
施
行

し
た
。
工
事
の
際
に
南
山
教
会
の
ロ
ー

リ
ン
グ
タ
ワ
ー
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ

り
、
１
０
万
８
０
０
０
円
の
足
場
代
割

引
が
あ
り
、
最
終
支
払
い
額
は
４
４
２

万
８
０
０
０
円
で
あ
っ
た
。 

 

オ
ル
ガ
ン
の
音
色
も
良
く
な
り
、
ミ

サ
の
後
奏
で
の
曲
の
選
択
が
ひ
ろ
が
っ

た
。 
 

１
月
18
日 

司
教
を
囲
む
新
年
の
集
い

に
つ
い
て 

（
信
徒
協
） 

 

聖
堂
玄
関
に
お
知
ら
せ
を
掲
示
し
て

あ
る
。 

 

布
池
教
会
に
て
１
月
18
日
14
時
か
ら

司
教
様
の
ミ
サ
が
あ
る
。
16
時
か
ら
三

河
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ

る
。
成
人
の
祝
い
も
兼
ね
て
い
る
の

で
、
南
山
の
成
人
の
方
も
積
極
的
に
参

加
し
て
ほ
し
い
。 

そ
の
他 

 

11
月
に
マ
リ
ア
館
の
女
子
和
式
ト
イ

レ
で
立
ち
上
が
れ
な
い
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。
教
会
内
で
手
す
り
の
つ
い

て
い
な
い
和
式
ト
イ
レ
が
あ
る
の
で
今

後
順
次
設
置
し
て
い
く
。
で
き
れ
ば
大

規
模
改
修
を
行
う
と
き
に
和
式
ト
イ
レ

は
全
て
洋
式
に
交
換
し
た
い
。
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館
南
側
玄
関
の
ド
ア
ク
ロ
ー

ザ
ー
を
交
換
し
た
。 

 審
議
・
相
談
事
項 

12
月
24
日
、
25
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
へ

の
対
応
準
備 

 

典
礼
と
ミ
サ
当
番
、
駐
車
場
係
へ
の

対
応
、
パ
ー
テ
ィ
ー
準
備 

他 

 

各
会
準
備
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
準
備
を
整
え
て
い
く
。 

 

パ
ー
テ
ィ
ー
に
関
し
て
は
料
理
が
集

ま
る
。
そ
れ
以
外
に
昨
年
は
予
算
５
万

円
の
う
ち
１
万
８
千
円
ほ
ど
使
っ
た
。 

 

駐
車
場
の
手
配
は
松
浦
さ
ん
が
行

う
。
可
能
な
ら
ば
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照

明
を
つ
け
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼

を
す
る
。 

 

12
月
31
日
と
１
月
１
日
の
ミ
サ
の
段

取
り
を
確
認
し
た
。 

 

教
会
周
辺
の
清
掃
、
ス
ト
ー
ブ
出
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
出
し
、
告
解
台
の

準
備
等
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て 

(

運
営

委
員
長)

 

 

種
々
の
教
会
活
動
、
例
え
ば
、
ス

ト
ー
ブ
出
し
、
片
付
け
、
教
会
美
化
、

周
辺
清
掃
、
…
等
の
呼
び
掛
け
は
、
正

副
運
営
委
員
長
の
ど
ち
ら
か
が
行
う
の

が
妥
当
と
考
え
る
。 

 

具
体
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
の

は
、
信
徒
で
あ
り
、
彼
ら
、
彼
女
ら
を

ガ
イ
ド
す
る
の
は
、
ヨ
セ
フ
会
で
あ
っ

た
り
、
マ
リ
ア
会
で
あ
っ
た
り
、
他
の

活
動
団
体
で
あ
っ
た
り
す
る
。 

 

勿
論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
中
で
の

意
思
疎
通
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

へ
の
協
力
は
、
惜
し
ま
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
し
か
し
、
ご
高
齢
の
方
、
体
調

の
悪
い
方
へ
の
強
制
は
避
け
た
い
と
思

う
。 

来
年
度
各
会
予
算
案
提
出
に
つ
い
て

（
伊
藤
財
務
委
員
長
） 

各
会
か
ら
の
予
算
要
求
の
期
限
を
案

内
し
、
増
減
の
予
定
が
あ
れ
ば
発
表
い

た
だ
き
た
い 

12
月
中
に
各
会
か
ら
売
店
事
務
所
に

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
削
減
し
て
頂
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
。
増
額
の
場
合
は
主
任

司
祭
に
ご
相
談
を
。 

 納
骨
堂
関
連
、
平
針
教
会
へ
の
移
管
手

続
き
、
消
臭
剤
の
購
入
に
つ
い
て 

(

納

骨
堂
管
理
委
員
会)

 

 

八
事
の
半
田
教
会
と
の
共
同
納
骨
堂

を
12
月
１
日
付
け
で
覚
書
を
取
り
交
わ

し
、
正
式
に
平
針
教
会
に
移
管
を
し

た
。 

 

平
針
教
会
の
主
任
司
祭
よ
り
、
南
山

 

第
８
回
運
営
委
員
会 
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教
会
へ
の
お
礼
の
お
手
紙
を
頂
い
た
。 

 

ヨ
セ
フ
館
納
骨
堂
に
つ
い
て
、
各
納

骨
壇
に
消
臭
・
殺
菌
の
た
め
に
消
臭
剤

を
購
入
し
た
い
。
納
骨
壇
の
数
分
の
薬

剤
購
入
で
１
８
４
６
０
円
掛
か
る
。 

→
承
認
。 

 

各
会
報
告 

典
礼
委
員
会 

11
月
２
日 

14
時 

大
聖
堂
に
て
ヨ
セ

フ
館
納
骨
者
の
た
め
の
追
悼
ミ
サ 

11
月
9
日 

七
五
三
の
祝
福 

11
月
23
日 

入
門
式 

11
月
29
日 

教
区
典
礼
委
員
会 

11

月
30

日 

ツ
リ
ー
と
告
解
台
の
準
備

を
実
施
。
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た

方
に
感
謝
。 

 

侍
者
会
を
開
催
。
17
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。 

12
月
７
日 

宣
教
地
司
祭
育
成
の
日
に
あ

た
り
、
９
時
30
分
の
ミ
サ
を
神
言

神
学
院
と
共
に
捧
げ
た
。 

12
月
13
日
～
14
日 

共
同
回
心
式 

12

月
24

日 

16

時
・
20

時
・
24

時
ご
降

誕
前
夜
ミ
サ 

12
月
25
日 

７
時
・
10
時
日
中
の
ミ
サ 

 
 
 
 

 

19
時
主
の
降
誕
ミ
サ 

12

月
31

日 

23

時
新
年
を
迎
え
る
感
謝

ミ
サ 

１
月
１
日 

10
時 

神
の
母
聖
マ
リ
ア

の
ミ
サ
・
新
成
人
の
祝
福 

 
 中
高
生
会 

11

月
８
日
（
日
）
秋
の
遠
足
は
雨
天
の

た
め
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
の
ス
ケ
ー
ト

場
へ
行
っ
た
。 

12

月
21

日
（
日
）
昼
食
後
、
高
齢
者
施

設
「
さ

く

ら

い

ふ

池

場
（
天

白

区
）
」
訪
問
。
16
時
南
山
教
会
解
散

予
定
。 

 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

12

月
14

日
（
日
）
13

時
30

分
～
16

時 

マ
リ
ア
館
ホ
ー
ル
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
会 

１
月
11
日
（
日
）
10
時
30
分
～
12
時 

 
 

 

南
山
教
会
中
庭
に
て
新
春
も
ち

つ
き
大
会 

１
月
23
日
（
金
）
20
時
～
25
日
18
時 

 
 

 
ス
キ
ー
訓
練 

朴
の
木
平
ス

キ
ー
場 

 

青
年
会 

12
月
14
日
（
日
）
14
時
～ 

集
ま
り 

１
月
25
日
（
日
）
14
時
～ 

集
ま
り 

 

中
高
生
保
護
者
会 

１
月
25
日
（
日
）
10
時
45
分
か
ら
マ
リ

ア
館
ホ
ー
ル
に
て
教
会
学
校
リ
ー

ダ
ー
伊
藤
恭
輔
氏
を
お
招
き
し
講
演

会
を
開
催
す
る
予
定
。 

 

信
徒
協
（
宣
司
評
） 

 

「
司
教
様
を
囲
む
新
年
の
集
い
」

は
、
２
０
１
５
年
１
月
18

日
（
日
）
に

14
時
よ
り
司
教
ミ
サ
、
16
時
よ
り
パ
ー

テ
ィ
ー
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施

さ
れ
る
。
会
費
は
５
百
円
、
世
話
役
は

三
河
ブ
ロ
ッ
ク
が
担
当
す
る
。 

 

な
お
、
こ
の
集
い
は
新
し
く
成
人
を

迎
え
る
方
々
の
お
祝
い
も
兼
ね
る
の

で
、
南
山
教
会
の
新
成
人
15
（
14
）
名

は
こ
の
集
い
に
招
待
さ
れ
る
。 

 

教
会
学
校 

12
月
14
日 

聖
霊
病
院
へ
ク
リ
ス
マ
ス

訪
問 

12
月
21

日 

９
時
半
ミ
サ
後
、
大
聖
堂

に
て
ク
リ
ス
マ
ス
劇 

 

レ
ジ
オ
マ
リ
エ 

 

神
の
母
聖
マ
リ
ア
プ
レ
シ
デ
ィ
ウ
ム

集
会
千
回
記
念
の
小
冊
子
発
行
予
定
。 

 
 

次
回
は
１
月
４
日 

  
 

 

実
り
の
秋
、
マ
リ
ア
会
で
は
今
年
度

の
主
な
行
事
を
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍

に
よ
り
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
感
謝
と
慰
労
を
兼
ね
て
、

11
月
14
日
恒
例
の
遠
足
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

 

桑
名
教
会

を
訪
問
し
、

こ
の
日
の
た

め
に
チ
ェ
リ

ス
ト
の
天
野

武
子
さ
ん
が

ア
ヴ
ェ
・
マ

リ
ア
を
演
奏

し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

円
形
の
御
聖

堂
に
響
き
渡
る
音
色
が
私
達
の
心
に
深

く
共
鳴
し
一
つ
の
祈
り
と
な
り
、
素
晴

ら
し
い
ミ
サ
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
皆
一
緒
に
歌
行
燈
の
舞
台
で

知
ら
れ
る
老
舗
旅
館
で
あ
っ
た
レ
ス
ト

ラ
ン
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｙ
Ａ

で
は
、
お
店
の
お
心
遣
い
で
思
い
が
け

ず
豪
華
な
お
食
事
を
頂
き
、
近
く
の
六

華
苑
で
は
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
諸
戸

邸
を
見
学
。
最
後
に
道
の
駅
月
見
の
里

南
濃
で
お
買
い
物
を
し
て
楽
し
い
一
日

を
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

紅
葉
に
は
少
し
早
か
っ
た
の
で
す
が

皆
様
の
笑
顔
が
何
よ
り
で
し
た
。
事
務

室
の
小
林
さ
ん
、
榊
原
さ
ん
、
大
変
お

世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

※
バ
ザ
ー
へ
の
寄
付
金
と
し
て
、
新
た

に
７
２
５
０
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

 
マ
リ
ア
会
遠
足 

新年餅つき大会 

日時：2015年１月11日 

   ９時半ミサ後 

場所：教会中庭 

 きな粉餅、あんころ、雑煮
などおいしい餅を料理しま
す。どなたでも挑戦できます

のでご参加く
ださい。 

主催： 

ボーイスカウト 
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主
任
司
祭 

B
・
ノ
ヴ
ァ
ク
神
父 

 

４
・
聖
体
の
秘
跡 

 

キ
リ
ス
ト
者
の
生
活
に
お
け
る

聖
体
の
秘
跡
の
重
要
性
を
、
少
し
で

も
意
識
す
る
た
め
に
、
聖
ル
カ
が
使

徒
言
行
録
に
描
い
た
初
代
教
会
の
生

活
を
思
い
出
す
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
「
ペ
ト
ロ
の
言
葉
を
受
け
入

れ
た
人
々
は
洗
礼
を
受
け
、
そ
の
日

に
三
千
人
ほ
ど
が
仲
間
に
加
わ
っ

た
。
彼
ら
は
、
使
徒
の
教
え
、
相
互

の
交
わ
り
、
パ
ン
を
裂
く
こ
と
、
祈

る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
」
（
使

２
・
41-

42

）
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
昇
天
と
聖
霊
降
臨
の
少

し
後
、
紀
元
後
33
年
中
ご
ろ
の
こ
と

で
す
。
そ
の
時
は
、
新
約
聖
書
と

な
っ
た
福
音
書
も
パ
ウ
ロ
書
簡
も
他

の
書
物
も
何
一
つ
存
在
し
て
い
ま
せ

ん
し
、
教
会
の
制
度
も
、
あ
ま
り
発

展
し
て
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
聖

ル
カ
が
伝
え
て
い
る
よ
う
に
、
も
う

す
で
に
パ
ン
を
裂
く
こ
と
、
つ
ま
り

現
代
の
言
葉
で
言
え
ば
、
聖
体
祭
儀

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

る
と
、
聖
体
祭
儀
は
、
新
約
聖
書
よ

り
も
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
約
聖

書
は
、
教
会
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た

が
、
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
で
あ
る
教

会
は
、
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
で
あ
る

聖
体
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
、
少
な
く

と
も
、
聖
体
に
よ
っ
て
養
わ
れ
、
成

長
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
救
い

の
わ
ざ
の
中
心
的
な
出
来
事
と
な
っ

た
ご
自
分
の
受
難
と
十
字
架
上
の
死

の
た
め
に
、
弟
子
た
ち
の
心
を
準
備

さ
せ
た
よ
う
に
、
聖
体
の
秘
跡
を
与

え
る
た
め
に
も
、
行
い
と
言
葉
を

以
っ
て
弟
子
た
ち
の
心
の
準
備
を
さ

せ
ま
し
た
。
聖
体
に
つ
い
て
の
一
つ

の
「
講
話
」
は
、
聖
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る

福
音
書
の
６
章
に
書
き
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
話
し
を
聞
い
た
多
く
の

弟
子
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し

た
。
「
実
に
ひ
ど
い
話
だ
。
だ
れ

が
、
こ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
ら
れ
よ

う
か
。
」
（
ヨ
ハ
６
・
60

）
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
に
イ
エ
ス
の
言
葉
に

つ
ま
ず
い
た
「
弟
子
た
ち
の
多
く
が

離
れ
去
り
、
も
は
や
イ
エ
ス
と
共
に

歩
ま
な
く
な
っ
た
。
」
（
ヨ
ハ
６
・

66
）
と
い
う
こ
と
も
聖
ヨ
ハ
ネ
が
伝

え
て
い
ま
す
。
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち

の
こ
の
よ
う
な
反
応
に
基
づ
い
て
、

教
会
が
次
の
よ
う
に
教
え
ま
す
。

「
受
難
の
予
告
が
弟
子
た
ち
を
つ
ま

ず
か
せ
た
の
と
同
様
に
、
聖
体
（
エ

ウ
カ
リ
ス
チ
ア
）
に
関
す
る
イ
エ
ス

の
最
初
の
予
告
は
弟
子
た
ち
を
分
裂

さ
せ
ま
す
。
・
・
・
聖
体
と
十
字
架

と
は
つ
ま
ず
き
の
石
で
す
。
同
じ
神

秘
で
あ
っ
て
、
つ
ね
に
分
裂
の
要
因

と
な
る
も
の
で
す
。
」
（
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
１
３
３
６
） 

聖
体
の
こ
と
を
話
し
た
ら
多
く

の
弟
子
た
ち
が
つ
ま
ず
い
て
、
離
れ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

も
、
イ
エ
ス
が
聖
体
の
話
し
を
さ
れ

た
の
は
、
き
っ
と
そ
れ
が
ご
自
分
の

受
難
と
十
字
架
上
の
死
と
同
じ
よ
う

に
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
か

ら
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

イ
エ
ス
は
、
ご
自
分
の
こ
と
を

「
命
の
パ
ン
」
と
呼
ん
で
か
ら
、
弟

子
た
ち
に
次
の
約
束
を
与
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
「
あ
な
た
た
ち
の
先

祖
は
荒
れ
野
で
マ
ン
ナ
を
食
べ
た

が
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
天
か
ら
降
っ
て
来
た
パ
ン

で
あ
り
、
こ
れ
を
食
べ
る
者
は
死
な

な
い
。
」
（
ヨ
ハ
６
・
49-

50

）
イ

エ
ス
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
た
ち
が
40

年
間
の
荒
れ
野
で
の
旅
の
時
に
神
か

ら
与
え
ら
れ
た
マ
ン
ナ
を
食
べ
て
も

死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ

し
た
の
は
、
こ
の
食
べ
物
に
よ
っ
て

養
わ
れ
た
た
め
に
約
束
の
地
に
辿
り

着
き
ま
し
た
が
、
約
束
の
地
は
救
い

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
救
い
の
前
表

に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
教
え
る
た
め
で
し
た
。
真
の
救

い
と
は
、
こ
の
世
の
な
ん
ら
か
の
も

の
で
は
な
く
、
永
遠
の
命
、
つ
ま

り
、
神
の
命
に
参
与
し
て
、
永
遠
に

神
と
の
愛
の
交
わ
り
に
生
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
約
束
の
地
が
永
遠
の

命
の
前
表
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
神
が

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
マ
ン
ナ
は
、
こ

れ
か
ら
イ
エ
ス
が
与
え
て
く
だ
さ
る

「
命
の
パ
ン
」
の
前
表
で
し
た
。
マ

ン
ナ
が
、
約
束
の
地
に
辿
り
着
く
こ

と
を
可
能
に
し
た
よ
う
に
、
「
命
の

パ
ン
」
は
、
永
遠
の
命
を
受
け
入
れ

る
こ
と
、
つ
ま
り
、
神
の
命
に
あ
ず

か
り
、
神
と
の
愛
の
交
わ
り
に
生
き

る
こ
と
、
最
終
的
に
こ
の
交
わ
り
の

完
成
に
よ
っ
て
神
と
一
体
に
な
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
の
で
す
。 

お
そ
ら
く
、
イ
エ
ス
が
「
わ
た

し
は
、
天
か
ら
降
っ
て
来
た
生
き
た

パ
ン
で
あ
る
。
こ
の
パ
ン
を
食
べ
る

な
ら
ば
、
そ
の
人
は
永
遠
に
生
き

る
。
」
と
い
う
言
葉
に
と
ど
ま
っ
た

な
ら
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
つ
ま
ず
か
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
「
わ
た
し
が

 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
秘
跡 
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 与
え
る
パ
ン
と
は
、
世
を
生
か
す
た

め
の
わ
た
し
の
肉
の
こ
と
で
あ

る
。
」
（
ヨ
ハ
６
・
51
）
と
い
う
言

葉
を
付
け
加
え
た
の
で
、
つ
ま
ず
い

た
の
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
彼
ら
が

聞
き
間
違
う
こ
と
な
く
、
ご
自
分
が

言
わ
れ
た
こ
と
を
よ
り
は
っ
き
り
と

分
か
ら
せ
る
た
め
に
、
次
の
言
葉
を

宣
べ
ら
れ
ま
し
た
。
「
は
っ
き
り

言
っ
て
お
く
。
人
の
子
の
肉
を
食

べ
、
そ
の
血
を
飲
ま
な
け
れ
ば
、
あ

な
た
た
ち
の
内
に
命
は
な

い
。
わ
た
し
の
肉
を
食
べ
、

わ
た
し
の
血
を
飲
む
者
は
、

永
遠
の
命
を
得
、
わ
た
し
は

そ
の
人
を
終
わ
り
の
日
に
復

活
さ
せ
る
。
」
（
ヨ
ハ
６
・

53-

54
）
つ
ま
り
、
弟
子
た
ち

が
永
遠
の
命
に
あ
ず
か
る
た

め
に
、
イ
エ
ス
は
ご
自
分
自

身
の
体
と
血
、
す
な
わ
ち
ご

自
分
自
身
を
食
べ
物
と
し
て

弟
子
た
ち
に
与
え
る
こ
と
を
約
束
さ

れ
た
わ
け
で
す
。 

人
間
の
肉
を
食
べ
な
い
し
、
血
は

命
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
最
も
神
聖

な
も
の
、
命
の
主
で
あ
る
神
に
返
す

べ
き
も
の
で
あ
る
と
固
く
信
じ
て
、

人
間
の
血
だ
け
で
は
な
く
、
動
物
の

血
も
絶
対
に
飲
ま
ず
、
そ
れ
を
必
ず

神
に
さ
さ
げ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
イ
エ

ス
の
言
葉
を
聞
い
て
つ
ま
ず
い
て

も
、
結
果
的
に
イ
エ
ス
か
ら
離
れ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
一

方
、
十
二
人
の
使
徒
を
は
じ
め
、
イ

エ
ス
の
も
と
に
と
ど
ま
っ
た
弟
子
た

ち
が
離
れ
な
か
っ
た
の
は
、
イ
エ
ス

の
言
葉
を
理
解
し
た
か
ら
で
は
な

く
、
今
分
か
ら
な
く
て
も
、
非
常
に

変
わ
っ
た
言
葉
だ
と
思
っ
て
も
、
イ

エ
ス
を
信
頼
し
て
、
い
つ
か
分
か
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
希
望
と
、
ど
ん
な

形
に
な
る
か
が
分
か
ら
な
く
て
も
、

イ
エ
ス
が
与
え
て
く
だ
さ
る
命
の
パ

ン
を
食
べ
て
、
イ
エ
ス
の
約
束
通
り

に
永
遠
の
命
に
あ
ず
か
る
だ
ろ
う
と

い
う
希
望
を
持
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。 カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
が
教
え
て
い
る

よ
う
に
、
聖
体
と
十
字
架
と
は
同
じ

神
秘
で
す
。
実
際
に
、
イ
エ
ス
の
人

生
全
体
に
つ
い
て
同
じ
こ
と
が
言
え

ま
す
の
で
、
聖
体
の
こ
と
を
理
解
す

る
た
め
に
、
イ
エ
ス
の
人
生
を
全
体

的
に
簡
単
に
見
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
洗
礼

者
ヨ
ハ
ネ
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
、
父

で
あ
る
神
に
よ
っ
て
メ
シ
ヤ
と
し
て

遣
わ
さ
れ
た
時
か
ら
、
絶
え
ず
罪
人

の
間
に
お
ら
れ
て
、
彼
ら
に
対
す
る

ご
自
分
の
態
度
、
ご
自
分
の
行
い
と

言
葉
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
対
す
る
神

の
愛
を
現
し
、
彼
ら
を
神
の
も
と

へ
、
神
と
の
和
解
へ
と
導
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
イ
エ
ス
は
、
こ
の
よ

う
に
ご
自
分
の
人
生
を
神
か
ら
離
れ

て
い
る
人
の
た
め
に
さ
さ
げ
ま
し
た

の
で
、
ご
自
分
自
身
、
つ
ま
り
ご
自

分
の
命
、
ご
自
分
の
体
と
血
を
罪
人

の
手
に
引
き
渡
し
た
と
言
え
ま
す
。

イ
エ
ス
を
信
じ
て
、
イ
エ
ス
を
受
け

入
れ
た
人
、
イ
エ
ス
に
従
っ
た
人
が

大
勢
い
ま
し
た
が
、
イ
エ
ス
の
活
動

の
た
め
に
、
自
分
た
ち
が
執
着
も
っ

て
い
た
生
き
方
と
共
に
、
い
ろ
い
ろ

な
特
権
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
た
権
力
者
た
ち
は
、
イ
エ

ス
を
妬
ん
で
、
イ
エ
ス
を
殺
そ
う
と

し
て
い
た
の
で
す
。
神
か
ら
一
番
離

れ
て
い
た
こ
の
人
た
ち
に
逮
捕
さ
れ

て
、
不
正
な
裁
判
の
結
果
と
し
て
、

死
刑
の
判
決
を
下
さ
れ
て
も
、
ご
自

分
の
体
と
血
を
罪
人
の
手
に
引
き
渡

し
た
イ
エ
ス
は
、
こ
の
奉
献
を
取
り

消
す
こ
と
な
く
、
残
酷
な
拷
問
を
さ

れ
て
も
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
て
も

最
後
ま
で
、
罪
人
の
間
に
と
ど
ま
っ

て
、
最
後
ま
で
、
罪
人
に
対
す
る
神

の
愛
を
現
し
続
け
た
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
、
愛
さ
れ
た
と
き
だ
け
で
は
な

く
、
憎
ま
れ
、
残
酷
に
苦
し
め
ら
れ

た
時
に
も
、
人
を
愛
し
続
け
た
こ
と

に
よ
っ
て
こ
そ
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
は
父
で
あ
る
神
か
ら
与
え
ら
れ
た

使
命
を
果
た
し
、
救
い
の
計
画
を
実

現
し
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
す
。
す

べ
て
の
人
々
と
神
の
た
め
の
奉
献
、

神
と
人
類
と
の
和
解
を
実
現
さ
れ
た

奉
献
と
な
っ
た
イ
エ
ス
の
人
生
は
、

今
日
に
至
る
ま
で
、
ま
た
、
こ
れ
か

ら
も
世
の
終
わ
り
ま
で
、
す
べ
て
の

人
に
と
っ
て
、
永
遠
の
命
の
源
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

実
は
、
私
た
ち
は
聖
体
の
秘
跡
に

あ
ず
か
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
「
イ
エ

ス
の
肉
を
食
べ
、
イ
エ
ス
の
血
を
飲

む
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
が
ご

自
分
の
生
活
と
死
に
よ
っ
て
成
し
遂

げ
て
く
だ
さ
っ
た
救
い
の
恵
み
を
受

け
入
れ
、
永
遠
の
命
を
得
る
の
で
す

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
回
に
語

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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名
古
屋
教
区
典
礼
委
員
会 

新
内
飛
鳥 

  

来

る

２

０

１

５

年

２

月
11

日

（
水
）
南
山
教
会
マ
リ
ア
館
で
第
41

回
目
を
迎
え
る
名
古
屋
教
区
の
典
礼

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
存
じ

南
山
教
会
の
協
力
司
祭
で
も
あ
る
神

言
会
司
祭
、
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
ケ
レ
ハ

委
員
長
（
名
古
屋
教
区
典
礼
委
員

会
）
の
指
導
の
も
と
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
委
員
た
ち
は
自
己
研
鑽
し
つ
つ
研

修
会
の
準
備
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

 

今
回
準
備
し
て
い
る
研
修
は
、
聖

堂
玄
関
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
あ
る
よ
う

に
、
典
礼
と
り
わ
け
ミ
サ
に
於
け
る

様
々
な
奉
仕
に
つ
い
て
所
作
、
動

作
、
意
味
を
掘
り
下
げ
、
そ
の
多
様

性
と
可
能
性
に
つ
い
て
も
探
っ
て
ゆ

き
ま
す
。
価
値
あ
る
研
修
と
し
て
お

勧
め
し
ま
す
。 

 

普
段
典
礼
奉
仕
に
携
わ
っ
て
い
る

皆
様
は
も
と
よ
り
、
典
礼
奉
仕
に
は

関
わ
り
が
な
く
と
も
興
味
が
あ
る
と

い
う
方
、
ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま

す
。
し
か
も
参
加
費
用
は
５
０
０
円

と
お
値
打
ち
で
す
。
こ
れ
は
、
も
う

参
加
す
る
し
か
な
い
で
す
ね
。 

 
 

 

1395 エウカリスチアは、わたしたちのうちに

愛を燃え立たせることによって、わたしたちが今後大罪を犯さないように守っ

てくれます。わたしたちは、キリストのいのちにあずかり、キリストとの友愛

を深めれば深めるほど、キリストとの交わりを断ち切る大罪から守られます。

エウカリスチアは大罪をゆるすためのものではありません。大罪をゆるすのは

ゆるしの秘跡です。エウカリスチアは、教会との完全な交わりを保っている

人々のための秘跡です。 

カトリック教会のカテキズムより 

名
古
屋
教
区
典
礼
研
修
会
の
お
勧
め 



 

7 

吾
前
を
導
く
ご
と
し
秋
の
蝶 

佐
和
子 

ミ
サ
の
鐘
余
韻
消
え
ゆ
く
鰯
雲 

紀 

子 

そ
ぞ
ろ
寒
テ
レ
ビ
体
操
加
わ
り
ぬ 

と
く
子 

秋
茄
子
オ
リ
ー
ヴ
に
良
し
酒
も
よ
し 

眞
名
子 

初
雪
の
天
衣
か
ろ
や
か
富
嶽
な
る 

義 

子 

死
者
の
日
の
取
り
次
ぎ
祈
る
秋
の
雨 

聖 

子 

ベ
ビ
ー
カ
ー
は
み
出
す
腕
秋
日
和 

豊 

子 

鐘
の
音
の
ア
シ
ジ
に
髙
く
諸
霊
祭 

せ
つ
子 

過
去
未
来
か
わ
り
ゆ
く
日
々
障
子
張
る 

美
智
子 

眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
こ
そ
秋
の
虫 

眞
喜
子 

  

毎
月
第
二
水
曜
日 

午
後
一
時
半 

マ
リ
ア
館
二
階
集
会
室 

 
教会典礼歴 南山教会行事 各会活動 教区行事・その他 

12
月 

 8(月)無原罪の聖マリア 
25(木)主の降誕 
28(日)聖家族 

 3(月)フック師霊名の祝日 
13(土)14(日)共同回心式 
24(水)主の降誕の前夜ミサ 

16:00,20:00(日英合同),24:00 

21:30クリスマスパーティ 
25(木)主の降誕ミサ

7:00,10:00,19:00 
31(水)23:00旧 年 感 謝 ミ

サ･新年の祝福 

 5(金)マリア会例会(懇談会) 
 7(日)11:00運営委員会 
13(土)子ども部屋ｸﾘｽﾏｽ会 
14(日)典礼委員会 
14(日)ヨセフ会班長会 
14(日)ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄｸﾘｽﾏｽ会 
21(日)教会学校ｸﾘｽﾏｽ会 
27(土)要約筆記付きミサ 

 4(木)司祭協議会 
 7(日)宣教地司祭育成

の日（献金） 

１
月 

 1(木)神の母聖マリア・
世界平和祈願日 

 4(日)主の公現 
11(日)主の洗礼 

 1(木)10:00新年平和ミ
サ・成人式 

 (日)管区に予算書提出 
18(日)子どものミサ  

 4(日)1:00 運営委員会 
 4(日)教会学校・中高生会始業式 
 9(金)マリア会新年会 
11(日)ヨセフ会班長会 
17(土)10:30子ども部屋 
18(日)典礼委員会 
24(土)要約筆記付きミサ 

(日)ヨセフ会新年会 

 1(木)世界平和の日 
15(木)司祭協議会 
18(日)～25(日)ｷﾘｽﾄ教

一致祈祷週間 
18(日)信徒協「司教を囲

む新年の集い」 
25(日)児童福祉の日特

別献金 

受 洗 

結 婚  ♡  お幸せに ♡ 

 おめでとうございます 

 パウロ 加納
か の う

 諒
りょう

（平針教会）❤ 奥村
おくむら

 有
ゆ

希
き

 

 ステファン 伊藤
い と う

 大翔
ひ ろ と

 

 ヨハネ 鈴木
す ず き

 光
こう

希
き

 

 

南 
山 

句 

会 
  
 
 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
二
日 

信  者  の  消  息 

11月は923.100円の維持費が納めら

れました。有難うございました。 

教

会

維

持

費 

教会の維持・運営・宣教活動は、教会信者

全員が毎月納める維持費によってまかなわ

れますので、よろしくお願いします。 

帰 天  ご冥福をお祈りします 

転 入 

転 出 

 ようこそ 

 いつまでもお元気で 

 マリア 中田
な か た

 美
み

綾
や

 （逗子教会） 

 アグネス 上羽
う え ば

 緑
みどり

 （月寒教会） 

ペトロ 平野 克典（J-Hearts Church） 

マリア 平野 みな（日本バプテスト四日市教会） 

 アグネス・マリア 森内
もりうち

（本村
もとむら

）深雪
み ゆ き

 

 11月21日 ルチア 川瀬
か わ せ

 恭子
きょうこ

 （71歳） 

 11月22日 マリア 宮川
みやがわ

 智恵子
ち え こ

 （90歳） 
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